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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
累計期間

第42期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
８月31日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（百万円） 70,768 70,946 138,532

経常利益（百万円） 5,769 5,363 10,697

四半期（当期）純利益（百万円） 3,523 3,088 6,280

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,710 3,256 6,776

純資産額（百万円） 66,234 71,447 69,300

総資産額（百万円） 91,756 97,051 92,781

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
220.47 193.25 392.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.2 71.6 72.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
6,528 5,517 9,611

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,754 △4,092 752

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,133 △1,493 △1,511

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
22,485 21,120 21,188

　

回次
第42期

第２四半期連結
会計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
130.67 102.50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第42期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。   

　

EDINET提出書類

株式会社サンエー(E03352)

四半期報告書

 3/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成24年３月１日～平成24年８月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響で低下した生産の持ち直しがみられるものの、欧州の債務危機や円高の長期化による影響もあり、先行き不透明

な状況が続いております。

このような環境の中、当社は経営方針を「情報のキャッチボール」とし、お客様のニーズや価値観の変化、社会の

変化に気づき、社員一人ひとりが主体性をもって相互に発言することが人材育成や業務改善に繋がると考え、企業

理念の浸透、七大基本（クリンリネス、鮮度と味、品揃え、価格、陳列技術、サービス、正しい表示）の徹底、既存店の

活性化、効率化を図るとともに商品力の強化、効率的な情報システム開発、人材力の強化を行い、お客様満足度の向

上に努めてまいりました。

店舗展開につきましては、７月に「宜野湾コンベンションシティ（ＧＭＳ）」（沖縄県宜野湾市）を新規出店い

たしました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における営業収益（売上高及び営業収入）は748億81百万円（前年同期比

0.5％増）、営業利益は52億23百万円（前年同期比7.7％減）、経常利益は53億63百万円（前年同期比7.0％減）、四

半期純利益は30億88百万円（前年同期比12.3％減）となりました。なお、前年同期は退職給付制度改定益4億32百万

円を特別利益に、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額1億87百万円を特別損失に計上しております。 

　

部門別の業績は、次のとおりであります。

「小売部門」　

小売部門におきましては、天候要因（梅雨・台風）の影響や、昨年の地上デジタル放送完全移行による需要

等の反動で家電商品が大幅に落ち込みましたが、ワンランクアップ商材の拡充や、旬・行事・季節商材の早期

展開等に取組んだことと、新規店舗が寄与し、売上高は707億20百万円（前年同期比0.3％増、既存店前年同期比

2.8％減）となりました。

「その他部門」　

その他部門のうちＣＶＳ（コンビニエンスストア）は、売上高（直営店）は1億81百万円（前年同期比1.4％

減）、営業収入は18億7百万円（前年同期比11.1％増）となりました。　

 

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して42億70百万円増加し、970億51百万円とな

りました。主な要因は、売掛金が6億37百万円、商品及び製品が7億27百万円、有形固定資産が28億29百万円増加した

ことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比較して21億22百万円増加し、256億3百万円となりました。主な要因は、買掛金が25

億39百万円増加したことと、未払金が4億90百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して21億47百万円増加し、714億47百万円となりました。主な要因は、利益剰余

金が23億37百万円増加したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より

68百万円減少し、211億20百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得た資金は55億17百万円（前年同期比15.5％減）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益53億59百万円の計上、仕入債務の増加25億39百万円、法人税等の支払

額23億16百万円であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー　

投資活動に使用した資金は40億92百万円（前年同期は47億54百万円の獲得）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出40億17百万円であります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー　

財務活動に使用した資金は14億93百万円（前年同期比31.7％増）となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出2億92百万円、配当金の支払額7億48百万円、少数株主への配当金の

支払額3億57百万円であります。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成24年８月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,990,827 15,990,827
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 15,990,827 15,990,827 － －

（2）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

 平成24年６月１日～

平成24年８月31日
    － 15,990     － 3,723     － 3,686
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（6）【大株主の状況】

　 　 平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

折田　譲治 沖縄県宜野湾市 2,016 12.61

折田　富子 沖縄県宜野湾市 1,695 10.60

金城　和子 沖縄県宜野湾市 1,652 10.33

折田　節子 沖縄県浦添市 900 5.63

金城　弘道 沖縄県宜野湾市 707 4.42

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）　
東京都中央区晴海1丁目8-11 600 3.75

ステート ストリート バンク ア

ンド トラスト カンパニー

（常任代理人　香港上海銀行東京

支店）　　

P.O.BOX 351BOSTON MASSACHUSETTS 02101 U.

S.A　

（東京都中央区日本橋3丁目11-1）

　

514 3.22

ビービーエイチ フォー フィデリ

ティー ロープライスド ストック

ファンド

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）　

40 WATER STREET,BOSTON MA 02109 U.S.A　

　　

（東京都千代田区丸の内2丁目7-1）　

375 2.35

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11番3号 363 2.28

折田　公仁 東京都品川区 240 1.50

計 － 9,065 56.69
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（7）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

　 平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式 　 　 8,800  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式  15,965,800 159,658  －

 単元未満株式  普通株式   　 16,227  － －

 発行済株式総数  15,990,827 －  －

 総株主の議決権  － 159,658  －

  

②【自己株式等】

　 平成24年８月31日現在

 所有者の氏名又は名称  所有者の住所
 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所

有株式数

（株）

 所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

 株式会社サンエー
 沖縄県宜野湾市大山

七丁目２番10号
 8,800 －  8,800  0.06

 計 －  8,800 －  8,800  0.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,188 21,120

売掛金 1,336 1,973

商品及び製品 8,798 9,525

原材料及び貯蔵品 184 207

その他 2,051 2,231

流動資産合計 33,559 35,058

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,491 22,571

土地 25,470 25,470

その他（純額） 5,347 3,097

有形固定資産合計 48,309 51,139

無形固定資産

のれん 1,270 1,188

その他 325 318

無形固定資産合計 1,595 1,506

投資その他の資産 9,316 9,347

固定資産合計 59,221 61,993

資産合計 92,781 97,051

負債の部

流動負債

買掛金 6,684 9,223

1年内返済予定の長期借入金 585 585

未払法人税等 2,311 2,167

賞与引当金 897 1,135

商品券等回収損失引当金 24 23

その他 6,586 6,165

流動負債合計 17,089 19,300

固定負債

長期借入金 1,231 939

退職給付引当金 1,570 1,613

資産除去債務 337 341

その他 3,251 3,409

固定負債合計 6,391 6,303

負債合計 23,480 25,603
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,723 3,723

資本剰余金 3,686 3,686

利益剰余金 59,679 62,016

自己株式 △25 △25

株主資本合計 67,063 69,401

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 88 59

その他の包括利益累計額合計 88 59

少数株主持分 2,147 1,986

純資産合計 69,300 71,447

負債純資産合計 92,781 97,051
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 70,768 70,946

売上原価 49,300 49,326

売上総利益 21,467 21,619

営業収入 3,704 3,935

営業総利益 25,171 25,554

販売費及び一般管理費

給料 6,394 6,781

賞与引当金繰入額 1,298 1,135

退職給付費用 122 112

役員退職慰労引当金繰入額 10 －

減価償却費 1,301 1,398

のれん償却額 81 81

その他 10,304 10,821

販売費及び一般管理費合計 19,514 20,330

営業利益 5,657 5,223

営業外収益

受取利息 32 22

受取配当金 8 8

債務勘定整理益 26 22

その他 76 114

営業外収益合計 144 169

営業外費用

支払利息 22 16

商品券等回収損失引当金繰入額 6 5

その他 3 7

営業外費用合計 32 29

経常利益 5,769 5,363

特別利益

退職給付制度改定益 432 －

特別利益合計 432 －

特別損失

固定資産除却損 1 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 187 －

減損損失 1 0

特別損失合計 189 3

税金等調整前四半期純利益 6,012 5,359

法人税、住民税及び事業税 2,429 2,175

法人税等調整額 △136 △100

法人税等合計 2,293 2,074

少数株主損益調整前四半期純利益 3,719 3,285

少数株主利益 196 196

四半期純利益 3,523 3,088
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,719 3,285

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9 △28

その他の包括利益合計 △9 △28

四半期包括利益 3,710 3,256

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,514 3,059

少数株主に係る四半期包括利益 196 196
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,012 5,359

減価償却費 1,301 1,398

のれん償却額 81 81

固定資産除却損 1 3

減損損失 1 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 420 237

受取利息及び受取配当金 △41 △31

支払利息 22 16

退職給付制度改定益 △432 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 187 －

売上債権の増減額（△は増加） △388 △637

たな卸資産の増減額（△は増加） △200 △750

仕入債務の増減額（△は減少） 1,915 2,539

未払金の増減額（△は減少） △517 △525

預り金の増減額（△は減少） 293 244

その他 △43 △102

小計 8,613 7,834

法人税等の支払額 △2,084 △2,316

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,528 5,517

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 6,000 －

有形固定資産の取得による支出 △952 △4,017

投資有価証券の取得による支出 △300 －

利息及び配当金の受取額 42 22

その他 △35 △98

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,754 △4,092

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △292 △292

利息の支払額 △21 △16

リース債務の返済による支出 △60 △77

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △668 △748

少数株主への配当金の支払額 △90 △357

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,133 △1,493

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,149 △68

現金及び現金同等物の期首残高 12,336 21,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 22,485

※
 21,120

EDINET提出書類

株式会社サンエー(E03352)

四半期報告書

14/18



【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日

至　平成24年８月31日）

（減価償却方法の変更）　

法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改

正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日

至　平成24年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　

前第２四半期連結累計期間

（自　平成23年３月１日

至　平成23年８月31日）　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日

至　平成24年８月31日）　

現金及び預金勘定　 　22,485百万円 　21,120百万円

現金及び現金同等物　 　22,485 　21,120

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日）

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額 

（百万円）

１株当たり 

配当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年５月25日 　

　定時株主総会
 普通株式 671  42 平成23年２月28日 平成23年５月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額 

（百万円）

１株当たり 

配当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成24年５月24日 　

　定時株主総会
 普通株式 751 47 平成24年２月29日 平成24年５月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日）

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める小売部門の割合

が、いずれも90％を超えているため、セグメント情報の記載を省略しております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める小売部門の割合

が、いずれも90％を超えているため、セグメント情報の記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 220円47銭 193円25銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 3,523 3,088

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,523 3,088

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,981 15,981

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年10月11日

株式会社サンエー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠原　孝広　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 細野　和寿　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンエー

の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー及び連結子会社の平成24年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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